
 

 

 

 

夏休み平和学習 
８月５日（水）、夏休みの登校日に、平和学習を行いました。 

放送全校集会では、平和学習バスに参加した 6 年生 2 人が学ん

できたことを、全校のみんなに向けて発表してくれました。みん

なその話をしっかりと聞いていました。また、平和学習バスに参

加したときに代表の６年生が「原爆の子の像」に千羽鶴を奉納し

ました。その千羽鶴は、全児童が祈りを込めて折った折り鶴で

す。1 年生は 6 年生に教えてもらいながら一生懸命折りました。

きっと全校児童の平和への思いは届いたことでしょう。その後は

各学年・各学級で、本などをもとに平和学習を行いました。 

 

東広島市小学校水泳記録会 
８月 4 日（火）に黒瀬屋内プールにおいて第 43

回東広島市小学校水泳記録会が開かれました。 

夏休み前から参加し、練習をしてきた 6 年生、

一生懸命が頑張って力を伸ばし、鍛えた泳力を発

揮しました。 

これからもいろいろなことにチャレンジし、コ

ツコツと努力する大切さを忘れないでほしいと思

います。 

 

 

 

 

 

種 目 記録 

6 年女子 25m クロール 第 6 位 

6 年男子 50m クロール 第 7 位 

6 年女子 50m 平泳ぎ 第 6 位 

女子 100ｍリレー 第 6 位 

男子 100m リレー 第 2 位 

合言葉 

 

CAN DO (感動) 

 

 

 

 

 

学校だより
東広島市立東西条小学校 

校訓 

 

令和８年９月 

つなぐ～新しい自分（未来）を創る～ 

祝 創立 50 周年 

緊張のスタート 

練習の成果を！ 



前期後半 開始 

８月２６日（水）から前期後半が始まりました。夏休みを終え

て、元気な子、眠そうな子、いろいろでしたが、暑さに負けず登校

し、無事前期後半をスタートしました。 

前期後半は、学年ごとの社会見学や校外学習など、いろいろな学

習があります。どの学習も前期のまとめに向かって頑張っていって

ほしいと思います。 

 

全国学力学習状況調査 
４月２3 日（木）に 6 年生を対象に「全国学力・学習状況調査（国語・算数）」が

行われました。その結果を公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月授業参観・地域で子育て講演会 
9 月 18 日（金）に授業参観を行いました。全学級道徳の授業を行いました。保護者の方の前

で自分の考えや思いを発表することができました。授業参観の後は、校舎 2 階の多目的ルームを

メイン会場に、1 階の英語ルームをオンラインでつないでサブ会場として、保護者の方、地域の方

を対象に「地域で子育て講演会」を行いました。「はなちゃんのみそ汁」の著者でもある安武信吾

様を講師に迎え、「あなたはこどもに何を遺せますか？」を演題に講演をしていただきました。総

勢 100 名を超える参加者で大盛況となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科では、 

「目的に応じて、必要な情報を見付けることができる力」 

「自分の考えが伝わるように表現を工夫する力」 

「話や文章の種類とその特徴について理解する力」 

に課題がありました。 

算数科では、 

「データの活用」「図形」「数と計算」領域で課題がありました。 

また、児童質問紙調査からは、 

「平日に４時間以上 SNS や動画視聴をする」と回答した割合が、28.2％（全国 21.9％ 東広島市

18.1％）と高い結果を示しました。また、「学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互い

の意見のよさを生かして解決方法を決めていますか。」の質問に肯定的回答をした児童は 70.5％（全

国 81.5％ 東広島市 78.7％）、「人と違う意見を言っても否定されないと思いますか。」の質問に肯定

的回答をした児童は 65.3％（全国 69.6％ 東広島市 72.8％）でした。全国や東広島市と比較すると

低い結果となりました。 

調査で明らかになった課題については、授業改善や学級経営に生かして取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果】

国語科 算数科

本校平均 63% 61%

東広島市 64% 60%

県平均 64% 58%

全国平均 60.9% 56.4%



 

 

 

 

生成 AI と教育 
ChatGPT をはじめ、Copilot、Gemini、Claude など多くの生成 AI が世の中を席巻し始めてい

ます。 

一方、先日公表された 2025 年の国際学力到達度調査（PISA）では、「日本は「読解力」4 位

（前回 3 位）、「科学的応用力」5 位（同 2 位）、「数学的応用力」5 位（同 5 位）で、世界トップレ

ベルを維持した。」と報じる一方で、「調査と同時に実施したアンケートでは、「新しいことを学ぶ

のが好き」「様々なことに好奇心が強い」という回

答が OECD 平均よりも低かった。また、勉強への

取り組み方を計画したり、うまくいかないと気付い

たら取り組み方を変更したりすることについても平

均以下だった。」と報じられました。 

また、「全国学力・学習状況調査」では、SNS や

動画の視聴時間が長くなるほど、学力調査の点数が

下がる傾向もみられたとされています。 

 生成 AI（人工知能）の授業での利用頻度について

も、日本は 38 カ国で最下位。という結果となりま

した。             

【引用】https://www.nippon.com/ja/japan-data/h02894/ 

 生成 AI の授業での活用については小学校でも検討中ですが、学習課題に対して、安易に生成

AI に相談し、解答を得て、何も考えずにそのまま使用する。という状況も出てきています。これ

からどのように学習に生かしていくかしっかり準備をしていきたいと思います。 

 一方で、AI の爆発的な進化を懸念し、業界トップクラスの研究者らは「このまま無秩序に成長

を続ければ、来年にも自律型 AI の群れが世界のインターネット・インフラを乗っ取る可能性があ

る」「早ければ「2020 年代が終わるまでに」人類が滅亡する可能性がある」と警告したそうで

す。生成 AI とどのように向き合っていくべきか、ご家庭でも話題にしてみてはいかがでしょう。

未来を担うのは今の子どもたちなので。 

 

【今、学校現場で起きていること】 

Scrach というビジュアルプログラミング言語があります。簡単な命令を

組み合わせていくことでイラストを動かしたり、アプリを作成したりでき

る、小学生にもわかりやすいものとなっています。児童もタブレットから

使用可能です。プログラミングについては文部科学省も授業で「プログラ

ミング的思考」（例：〇〇ならば○○になる。その次に○○する。など）を行うことを説いていま

す。自分でプログラミングをすることは有意義なことですが、残念ながら実際は、「他人が作った

ネット上のゲームで遊ぶ」ということが起きています。これはあまり意味を成しません。どのよ

うに子供たちに活用させていくか、学校でも悩んでいるところです。 

先の生成 AI については、小学生には難しい問題ですが、Scrach の使い方については、お子様と

話をし、使い方のルールを一緒に考えてみてください。 

教育コラム 

https://www.nippon.com/ja/japan-data/h02894/


 


